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第5回Follow up seminar報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩谷栄子
ねらい
　さくら寮卒業生の教員としての資質向上に努める　　
実践から学んだことなどを語り合い、互いに啓発しあう。
実践事例を研修する。（出身地の課題を探求し、課題解決に努める。）
　今日的な教育課題について研修する。
対象（参加者）
　第3、4、5期生　30人　（他1.2期生の呼びかけもする）
　参加者は28名でした。
　　1期生　Ramila、Sita（２人）　2期生　無　3期生　Ambhika、Kalika、Sabitri、Srijana、Kaushila、Tikeshori、Sharmila、Rajanee（８人）　4期生　Palbati、Sujata、Bina、Kalpana、Satya、Sita、Padma、hulmaya、（8人）　　5期生　Anita、Shusila、Kamala、Laxmi、Rajikumari、Dhankumari、Shyamdulari、Sanju、Kamala Gurung、Sita（10人）
講師（9人）
　ＫＣＰ職員（Mr. Surendra Bahadur Bharijoo、Mr.Durga Raj Regmi, Mr.Bishnuhari Timilsina, Mr.Yadav Adhikari,）、
パネルシアター（古宇田亮順、降旗伸子、永山千洋）、茶道（石井幸子）、算数（岩谷栄子）
通訳 クリシュナ現地マネージャー
研修概要

Ⅰ．昨年度の課題報告　（ＫＣＰ職員、岩谷）第１日目　10月31日（水）11：00-12：00
　前回の研修会の課題1年間の取り組みについて発表した。
Tikeshori：同僚とともに、生徒にトイレをきれいに使用する方法を話し合った。　　　　　　　

Srijana：村人たちに働きかけ、生理の時に、自分の家で過ごすように自分たちから取り組んで説得活動を行った。
Ambhika, Bina, Kalika, Sita, Padma, Sharmila, Shusila：家庭訪問をして数人の子ど

たちが学校に通えるようにした。

Anita,Kalpana, Sanju：自分のサラリーから貧しい子どもたちにお金を与えて、学校にこられるれるようにした。

Kaushila, Sabitri他：パネルシアターを授業に取り入れた。
全体的に、さくら寮で、新しい指導方法や児童心理学を学び、様々な教材（トウモロコシ、新聞記事、携帯の音楽等）を活用し、生徒たちにわかりやすい授業をしようと学習環境の改善を試みている。

卒業生たちは、JNFEAの主旨・遠隔地の少女たちの就学支援を促進しようと努力し、女性教師のモデルとなるよう努力している姿が、随所に見えた。

回数を重ねるごとに、様々な教育の課題に対して、対処方法を議論し、実践できている様子が充実していることを実感した。
Ⅱ．ラミラ・ブダの日本留学の報告（ラミラ）12：00-13：00　　
内容：2012年度総会で発表した内容
感想：勇気をもらった。日本のことが少しわかった。驚くことがいっぱいあった。教科書を教えることだけではないことが分かった。教育のシステムの違いが分かった。素晴らしい経験。自分も体験したい。日本とネパールの大きな違いに驚いた。日本のマナーの良さにびっくりした。日本のことをもっと知りたいと思った。
Ⅲ．パネルシアター公演と指導（古宇田、降旗、永山）　
１、第１日目　10月31日（水）13：45-16：30
模範演技として下記の内容18種類の指導があった。
①おすもうはけよい　②錯視パネル　③赤い花咲いた　④まんまるさん　⑤カレーライス

⑥どんぐりころころ　⑦雪だるまのチャチャチャ　⑧Loy G Biv　⑨どっちかな　⑩のぼるよコアラ　⑪腹パコ青虫　⑫おもちゃのチャチャチャ　⑬だから雨降り　⑭誰かが空を見ていた　　⑮見あげてごらん夜の星を　　⑯小さな世界　　⑰レッサンフィリリ―
⑱どんな花火

２、第２日目　11月1日（木）：10：30-13：00　　
昨日の模範演技の後、卒業生たちは、自分の学校で、活用できる作品を選んで、作品制作活動に入った。初めてパネルシアターに取り組む5期生は④まんまるさん希望が多く、また、何回か経験のある卒業生は、⑤カレーライスや⑨どっちかな　などの難しい作品に挑戦できた。
　Anitaやkaushilaは、独自の英語教材を夜遅くまでかかって仕上げていた。

感想：素晴らしいプログラム、続けてほしい。この指導方法は効果的である。このように教えれば学校に来る子が増える。子どもが喜んで勉強してくれる。実践している。教科書だけでなく、このような方法で教える必要がある。作り方を子どもに聞かれる。
Ⅳ．現状報告と課題　第２日目（ＫＣＰ職員、岩谷）11月1日（木）13：45-15：30

Kalika:方言でないとわからないので、方言を使うようにしている。それぞれが文化や宗教を持ていることを尊重している。子どもの状態（健康、食事、清潔さ）の把握に気を配る。英語指導で、教材を使う。
Ambika:村の人々は教育の価値はわかっている。暗記教育の改善を図った。カンニングが無くなってきた。

Tikeswori:親に一日おきにでも学校に行かせるように説得した。それぞれの能力に合わせての指導を工夫している。課外教育に力を入れている。トイレ掃除当番制にして、きれいに使わせ、鍵を外し、自由に使えるようにした。入学時には多く来るが、１～3年生で15人と少なくなる。
Kaushila:入学はするが、毎日来る子は少ない。26人いるが昼過ぎまでいる子は5，6人で10時すぎると遊びに行ってしまう。先生方はそれに対しての指導がない。親は4時ころ家に帰るので、学校に行っていると思っている。実態を親と話し合い、少しずつ改善されている。ダリット（低カースト）の子は入学して、奨学金はもらうが、学校には来ない。4.5年生になっても、字がわからないので、特別授業をした。ノート、鉛筆などもってこない子への対策を考えた。掃除もよくできるようになった。
Sabitori:ボーディングスクールに行く子が多い。10時半から13時まで学校に来ても、その後映画館に行ってしまう。先生もおやつの時間に家に帰って、学校に戻ってこない。英語の指導をしたり、教室の掲示に力を入れたり、絵の指導をしたりして、学校に来るように努力した。13人がボーディングスクールから戻ってきた。親の信頼を得て、理事も3年後も先生を続けてほしいといってくれた。週1回、テストを実施したり、保護者会も実施した。掃除を課外教育に入れて指導した。

Shrijana:生理の時に仲間外れにされる。トイレになるべく行かないように水を飲むのを控えたりしている。女の神様もいる。親にも話し、先生方と協力して、対策会議を持つようにした。学校は豚小屋のように汚いので、子どもを4つのグループに分けて、清掃指導をし、少しずつ改善されてきた。

Sharmila:掃除の改善をした。校長は掃除をやらせないが、1.2年生から掃除当番を決めて
やらせるようにした。トイレがあるのに、ジャングルに行くので、トイレの水汲みの当番をグループに分けてやるようにした。昨年も取り上げたが、宿題をきちんとやらない。勉強のできる子とできない子が協力できるようにした。

Sita:トイレに鍵がかかり使えず、ジャングルに行っていた。2年前から鍵を外し、使えるようにした。

Bina: 「先生なんで棒を持ってこないの」と聞かれた。黒板に書くだけの授業ではなく、よく考えさせる授業をした。また、こどもの話をよく聞くように心がけた。課外授業では、歌や踊りを教えた。教材が無いのが課題である。「掃除をしなさい」ではなく、「掃除をしよう」と呼びかけ、一緒に取り組んだ。箒を自分たちで持ってくるようになった。理事の問題や、チャウパディの問題がある。ダリットの子が多い。
Padma:ダリットの子が多い。薪を売りに行かなければならない。学校に来ない。道であったっときに、学校に来るように話す。学校が非常に汚い。トイレはあるが水の問題がある。

Sujata:各教室の代表を決めて、教室の掃除などの点検活動を実施した。手や洋服など清潔に保つように気を配った。課外教室では、さくら寮のお土産をご褒美にあげたりして、喜ばれた。他の先生方も協力的である。

Kalpana:先輩のShrijanaが変えた。教室が汚いので、自分から掃除を始めた。紙くずなど拾うように心がけたら、「先生そんなことするんですか」と言って、自分からするようになってきた。チャウパディーについては女の子たちへの指導をした。少しずつ改善されている。
Satya:女の子が多い。親を説得して、学校に来させるようにした。道やトイレが汚いのが課題。

Palbati:4，5年生の社会科を教えている。課外活動では歌を教えている。美術の授業があるので、さくら寮で学んだこと活かせた。学校全体で英語教育に力を入れている。記念日を活用して、得意の踊りや折り紙を教えている。少しずつ変化している。

Phulmaya:Ambikaと同じと言って苦笑を買う。
Sanju:17歳の女の子が43歳の男に騙された。親に早婚を強いられた。など女性の人権がないがしろにされている。自分の権利についてもっと大事にするよう話した。

Kamala:トイレ、水など、他と同様な問題がある。課外活動では遅れている子の指導を重視した。学校の子ども数が増えている。

Anita:家庭訪問をして、女の子の就学の必要性を話し、2人学校にくるようにした。奨学金支給のこと、途中入学のことなど、理事に相談して取り組んでいる。チャウパディー、カーストの問題を休日に話し合い、出来ることをやろうと考えている。
Sushila:毎日学校に来るように相談している。教室が汚い。机椅子がなく、床での授業である。
Laxmi:教室のルールを作った。記念日に話し合いを持って、学校に毎日来るように働きかけをした。

Kamala Gurung:1年生の理科を教えている。教材をできるだけ準備している。土でいろいろの作品を造った。
Shita BK: 子どもたちの環境が違うので苦労した。課外授業では子どもの記念日のお祝いをした。
Shyamdulari:タルー族の子どもたちにタルー語で教えて喜ばれた。
Rajikumari:物を食べて捨てるから教室が汚い。ごみ箱を準備した。女の子も全員学校に来る。
【総括】
①全体的にJNFEAの主旨をしっかりと捉え、頑張っている様子が実感できた。５期生は経験が短いだけに、実践的な報告は少ない。先輩たちの体験を学び活かしていけることを期待できる。

②「棒の教育」を改め、ほめる教育の効果を実感しその大切さを啓発している。
③コミュニティーや校長、教員との連携の大切さに気付いてきた。
④言語などの違いや能力の差などへの対応の仕方を工夫してきている。

⑤親・保護者の教育へのモチベーションを高めるためのミーティングを実施しだした。

⑥自分の得意分野を課外活動などで活かしている。

⑦各人の発表能力がレベルアップしている。

⑧教育を受ける権利を大切にすることを啓発していきたい。
⑨女性の人権のことも、教育として捉えていく必要がある。
感想：他の方の体験が参考になった。よく頑張っていることが伝わってきた。それぞれの課題に焦点をあてて努力している。ＫＣＰの先生方の助言あった。これから成長していけることが信じられるようになった。生理問題を知るチャンスがあり良かった。みな成長していることがうれしかった。経験がシェア―できてよかった。モデル先生として頑張っている。チャンスがあればもっと頑張れる。以前は人前でしゃべれない人が立派に報告していた。
Ⅴ. 数学指導方法　（岩谷）11月1日（木）15：30-16：30　

折り紙を使った分数指導
　十進法の指導が徹底していないので、分数・少数に対する認識が低い。身近な教材を使い、興味関心を引出し、楽しく、授業を展開することをねらいとした。以前実施した分数のテストの結果を導入に使い、1/3、2/5　の意味を確認する。応用編を加え、考える楽しさを実感させる。

　　　　　　　　

 この部分は全体のいくつかな？

　　　　aあ　
　辺の三等分の仕方、不思議さ、面白さに触れる。
　輪を1/2に切ったらどうなる？　考える楽しさに触れる。

　折り紙「風車」を使い、分数を学ぶ。（未実施）

　角の1/3の仕方を学び、三角定規２枚を折り紙で作る。（未実施）
感想：楽しい従業だった。子どもに理解させる授業だった。このように教えると子どもがわかってくれる。折り紙を使う授業はわかりやすかった。学べてうれしかった。教材を使うことはほんとに大切。早く理解でき、子どもを喜ばせて授業ができる。自分の学校でもやる。またやって欲しい。
Ⅵ. チャウパディの現状報告と課題（ＫＣＰ職員、岩谷）第3日目11月2日（金）10：30-13：00
４つのグループに分かれて討議をして、代表がまとめを発表した。下記の通りである。
Ａ、Kalika,Sujata,Tikeswari,Sabitri,RajKumari,Kamalaグループ
現状
１．皆と平等ではなくて仲間はずれにさせられる。
２．チャウパディ小屋に入ってからいろいろ怖いことにあう。
３．４日間は水を浴びられない。
４．水道も皆と一緒のものを利用できない。
チャウパディ用の水道を決められている。
５．果物、木や野菜を触ってはいけない。
６．ミルクやYogurutoを飲んではいけない。
７．男の兄弟のそばにいられない。精神的な問題が起こる。
８．女の子は学校へ行かない。
９．いつもと同じように仕事しなければならない。
１０．家の近くに生理中の女性が歩いたらそこをきれいにするのにゴルド（金）を巻く。
チャウパディ問題がなくならない理由
１．教育の受けた人がいないから
２．宗教と昔のままの考えが残っているから
解決方法
１．生理は自然のことだというのを教える
２．高校の子と女性の先生たちが交流しあう。
３．自分の家でもいろいろ話し、理解してもらう。
４．他のNGOや女性開発グルプと一緒にチャウパディについて劇などを行う。
５．神様でも女性がいることを教える
６．学校の教科書でもこの問題について勉強できるようにする。
７．チャウパディシステムを破る人にはプレゼントをあげる。
８．村だけでは解決の方法がうまく行かないので国に協力ももらう。
９．法律をきちんと作ってもらう。
Ｂ、Satya　Budha,Sanju、Phulmaya,Kamala,Sita,Sharmila　グループ
現状
１、生理が来たら５日間は別の小屋や部屋に移らなければならない。
２．牛乳を飲んではいけない。他人に触ってはいけない。
３．６日目からやっとキッチンに入れる
４、最初の生理の時は11日間、２回目の時は９日間、３回目は７日間他人の家で暮らす。
５、野菜や果物・木を触ってはいけない。

（変更のために努力してきたこと）
１、生理がきても別の小屋ではなくて自分のいつもの部屋とベッドを使う。
２、いろいろな開発グループと手をつないで変更のために活動を行っている。
チャウパディ問題がなくならない理由
しっかりした教育がないから、昔のままの考えが残されているから、教科書に生理の事について載っていないから、これを反対する法律がないから（実際はある）、村が遅れているから
解決方法
女子教育に力をいれる。生理問題について教育する。教科書に載せるようにする。生理の時、気にしない家族をほめる。生理に厳しい家には法律でペナルティをとる。
Ｃ、Ambika,Tikeswori,Shrumila,Rajanee,Sujata,Karipana,
Sita,Padma,Rajukumari グループ　

現状

１、別の部屋に暮らさなければならない
２、いろいろな病気になる。
３、体に栄養がたりない
４、コミュニティーでは仲間にいれてくれない。
５、身体や精神的に問題がある
６、家から離れているところの小屋なので問題が沢山ある
動物に噛まれる恐れがある、レープされる恐れがあり、死ぬこともある、着るものや布団などがもらえないので、冬など、寒くて凍ってしまう。

解決方法

１、重い仕事をしない。

２、清潔にする。

３、学んだことを村でも活かす努力をする。

４、母親に話し、自分の家から変えていく。

５、悪いことが起きると言われているが、証拠を見せて何も起こらないことを話す。

６、教育が一番大切である。

Ｄ：Srijana,Anita,Bina,Kaushila,Sushila,Laxmi
チャウパディの理由
教育と知識の問題
昔のままの習慣が残されているから、
清潔問題など、
解決方法
１．昔のままの考えを変更する必要がある。
２．自分の家の親を指導する、自分から変え始める。
３．結婚した女性、未婚の女性を集めてグループを作っていろいろなアイディアを交流する。自分の家でもこの問題について話し合う。
４．これは自然の出来事なので普通の事だとみなに教える。
５．チャウパディのことを厳しく守る人にペナルティをとる。大反対する。
間単に変える方法を教える
リーダーが若い女の子と女性にあってチャウパディについて指導する。
教育のことを入れて話をする。
自分からやってみせる。
学校で女子にパッドを作るのを教える特別の教室を考える。
感想：極西と西ネパールのチャウパディ問題のことを聞いて悲しいと思った。先輩はチャウパディについていろいろ活躍している。やめなければならないと話し合いができた。チャウパディは昔からの悪い習慣。私はこれを破り始めている。先ず自分から変えていく。珍しい習慣と思っていた。
【成果と課題】

確実に対策が前進している。
ミーティングなど、開き始めている

まず自分から、自分の家からは始めている。

教育を通じて、啓発していくことの大切さを実感している。
諦めずに、急がずに取り組むことの大切さを実感している。

ネパール極西部、西武以外の地域では、知らない人が多いが、共通課題として、認識できた。

学校教育の中への位置づけを要望していく道筋を工夫していく必要がある。
